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興味のある講座、時間や対象者、方法につきましては一度、
沼津市社協 福祉教育担当者までご連絡ください。

プログラム1 福祉講話 約45分

対象 小学生、中高生、大学生、一般

内容

①「福祉ってなんだろう？」
②「ユニバーサルデザインとバリアフリー」
③「ボランティア活動について知る」
④「支え合いの地域づくり」（グループワーク）
⑤「成年後見制度について」＊要相談

①「福祉ってなんだろう？」 ②「ユニバーサルデザインとバリアフリー」

一言ポイント

効果 体験する前に自事前学習を行うことで、体験した際の気づきや吸収力が高
くなることが期待できます。

福祉という言葉を漠然と知っていても、それだけでは地域や
人々の幸せに結びつきません。普段の生活に着目し、福祉と
は障がい者や高齢者など限られた人のものではなく誰もが普
段の暮らしの中で感じるものであることを学びます。普段から
人は繋がりあって生活していることを意識し、困った時には声
掛けをするなど、その時自分ができることを考えるきっかけ作
りをします。

身近なバリアフリーを取り上げ、どのような工夫がされている
のかをクイズ形式で展開していくことで適度な達成感を味わ
い、楽しみながら学習します。普段の生活の中で目にする機
会があるバリアフリーやユニバーサルデザインについて誰のた
めにどんな工夫がされているのかを考えることで、共生社会の
機運を醸成します。

何を学びどのように考えてほしいのか、目的を明確にして取り組むことでよ
り充実した体験になります。

授業時間

③「ボランティア活動について知る」 ④「支え合いの地域づくり」（グループワーク）

沼津市社協ではボランティアセンターの運営を行っています。
どんなボランティア団体がセンターに登録されているのかを紹
介しながら、沼津市のボランティア活動の状況について説明し
ます。興味や関心のあるボランティアを見つけるきっかけ作り
になり、主体的にボランティアについて調べたり、活動に参加
したりすることに繋がります。

「地域に住む高齢者を助けるサービスを開発しよう」などテーマ
に沿ったグループワークを実施します。他者の意見、価値観を
受容するきっかけを作り、地域とともに歩む助け合いの精神を
はぐくみます。その後、さらに発展的な活動として、グループワー
クで考えたアイデアを地域で実践することも視野に入れること
ができます。

⑤「成年後見制度について」＊要相談

沼津市社協では、沼津市より委託を受け、沼津市成年後見支
援センターを運営しています。成年後見制度に関する相談や広
報をするとともに市民後見人の育成や相談などの支援を行って
います。その事業内容を踏まえた成年後見制度の役割や内容
についての説明などを実施します。
※専門性の高い内容になりますので、開催をご希望の場合は
ご相談ください。
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分野NO. 講座名 講座の内容 対象者 人数 時間(目安) 講師

~40名
●車いすの操作 ●車いす体験
●使う人の気持ちを考えてみよう
●介助の仕方を学ぼう

車いす体験2 身体障がい
45分
〜
60分

沼津市社協
小学生
中高生
大学生
一般

~40名
●見えない人に会った時どうする？
●盲導犬との生活
●盲導犬と会った時、心がけること

見えない生活
盲導犬って何？3 視覚障がい

45分
〜
60分

盲導犬
ユーザー（※2）
補助犬支援センター

より派遣

小学生
中高生
大学生
一般

視覚障がい ~40名●見えない人はどうやってお金を払うの？
●見えない世界でお金を出してみよう硬貨体験

45分
〜
60分

沼津市社協
小学生
中高生
大学生
一般

視覚障がい ~60名
●聞こえない人に会ったらどうする？
●手話を使って話をしてみよう
●言葉を使わないコミュニケーションのとり方

手話講話6
60分
〜

100分
手話通訳者の会

小学生
中高生
大学生
一般

~60名
●高齢者疑似体験をして
　お年寄りの気持ちを考えてみよう
●自分たちができることを考えてみよう

高齢者疑似体験7 高齢者
45分
〜

100分
沼津市社協

小学生
中高生
大学生
一般

~200名●施設見学（サンウェルぬまづ、千本プラザ）（※1）
●福祉ってどういう意味？福祉講話

1

②

③

④

⑤

地域福祉
45分
〜
50分

沼津市社協
小学生
中高生
大学生
一般

~200名
●ボランティアって何？
●どんなボランティアがあるの？
●沼津市のボランティア活動の状況

ボランティア活動
について知る

地域
福祉

45分
〜
50分

小学生
中高生
大学生
一般

●赤い羽根共同募金って何？
●募金の使い道について
●募金活動について ●みんなにできること

募金活動を
してみよう（※4）8 地域福祉

45分
〜
60分

20名
〜
40名

沼津市社協
小学生
中高生
大学生
一般

●ボッチャのルールについて知る
●練習試合体験ボッチャ体験9 地域福祉

45分
〜
60分

20名
〜
40名

沼津市社協
小学生
中高生
大学生
一般

~200名
地域の高齢者を支え合う取り組みを学び、
自分たちができることを考えよう
（講話→グループワーク）

支え合いの
地域づくり

地域
福祉

60分
〜

100分
沼津市社協

中高生
大学生
一般

~200名
●親亡き後の障がい者の支援について
●地域の中にいる判断能力が低下している
　方について

障がい者の
権利って

どうなってるの？
権利擁護

60分
〜

100分
沼津市社協

中高生
大学生
一般

~200名●高齢者が使えるサービスについて
●高齢者の財産権利について（成年後見制度）

成年後見制度
について

権利
擁護

60分
〜

100分
沼津市社協

中高生
大学生
一般

視覚障がい ~40名●見えない世界を体験してみよう
●自分たちができることを考えてみようアイマスク体験4

45分
〜
60分

小学生
中高生
大学生
一般 沼津市社協

点訳グループ
かたつむり（※3）

視覚障がい ~40名
●点字って何？
●点字を読んでみよう
●点字器を使って文字を打ってみよう

点字体験5
45分
〜
60分

�¢���s�£

小学生
中高生
大学生
一般 （福）沼津市社協

点訳グループ
かたつむり（※3）

~200名
●認知症について知ろう
●認知症の人と会ったらどうする？
●認知症サポーターになろう

認知症サポーター
養成講座（※5）高齢者

90分
〜

120分

沼津市認知症
キャラバンメイト
各地域包括
支援センター

小学生
中高生
大学生
一般

~200名
●障がいって何？
●障がいのある方と接する時に心がけること
●自分たちができることを考えよう

ユニバーサル
デザインと
バリアフリー

障がい
全般

45分
〜

120分

小学生
中高生
大学生
一般 沼津市社協

沼津市社会福祉
施設連絡協議会

① ~200名
●福祉ってなんだろう？
●つながりマップを作ろう
●グループワークを通して多様性を学ぼう

福祉って
なんだろう？

福祉
全般

45分
〜
50分

小学生
中高生
大学生
一般

福祉教育プログラム表
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プログラム4 アイマスク体験 約４５分

対象 小学生、中高生、大学生、一般

内容 ①視覚障がい者への支援の仕方について知る
②アイマスク・白杖体験

一言ポイント

効果
視覚障がいにより困ることやどのようなサポートが必要なのかを知り、障
がいに対する理解を深めることができます。

関連して「盲導犬利用者の講話」、「硬貨体験」、「点字体験」もあります。
これらの実施によって、さらなる理解につながります。

授業時間

プログラム2 車いす体験 約４５分

対象 小学生、中高生、大学生、一般

内容

①車いすについて知る

②車いす体験
安全に使うために知っておくこと・車いすの種類と各部の名前・操作方法

乗り方、たたみ方、段差、声掛け

一言ポイント

効果
車いすの操作方法を学ぶだけでなく、体験を通して介助者への理解を深
め、移動の制約がある方への配慮など、普段の暮らしの中での気づきを促
し、自分がどのようなことができるのかを考えるきっかけになります。

事後学習として身近なところにあるバリアフリーを調査した学校もありま
す。どんな場面を想定して、どのような工夫がされているのかなどをまとめ、
学習することでより理解が深まります。

授業時間

プログラム7 高齢者疑似体験 約４５分

対象 小学生、中高生、大学生、一般

内容 ②高齢者疑似体験
①高齢に伴う身体の変化について知る

一言ポイント

効果
疑似体験を通して、高齢者への理解を深め、ささいなことでも本人からす
ると難しいこともあるのだと理解し、そのような場面で相手を思いやり、優
しい声掛けができるようになります。

高齢者の大変さを学ぶだけではなく、疑似体験用具を装着している体験者
を介助する体験も同時に行ない、体験を通して高齢者や介助者の気持ちも
理解し、「他人事」ではなく「自分事」として身近に捉えられるようになります。

授業時間

（高齢者の気持ち、介助者の工夫等）

プログラム5 点字体験 約45分（2回）

対象 小学生、中高生、大学生、一般

内容 ①点字の書き方を学ぶ
②点字を使った名刺の作成

一言ポイント

効果
体験に触発され、点字に興味や関心を抱き、点字についてさらに調べた
いという気持ちになったり、目の不自由な方々への福祉活動に関心を抱い
たり参加したいという気持ちが芽生えます。

点字の基本ルールに着目し、それらの規則性を掴んで適度な達成感を味
わい楽しみながら学習できます。

授業時間

プログラム6 手話講話 約60分

対象 小学生、中高生、大学生、一般

内容 ①手話を使った挨拶を学ぶ　②当事者とコミュニケーションをとってみよう
③当事者による講話　④当事者へのQ&A

一言ポイント

効果
手話を知ることで、普段の暮らしの中で聴覚障がい者の方が不便に感じて
いることや、テレビの字幕など情報の伝達における様々な配慮に気づくこ
とができます。

聴覚障がい者のコミュニケーション手段としては、手話、指文字、筆談、
口話、補聴器の使用などがあります。手話講話では手話を学ぶことが目的
ではなく、聴覚障がい者とのコミュニケーションのあり方について関心を
深めることが大切です。

授業時間

プログラム9 ボッチャ体験 約４５分

対象 小学生、中高生、大学生、一般

内容 ① ボッチャのルールについて知る
② 練習試合体験

一言ポイント

効果
障がいの有無、年齢に関わらず、みんなで楽しめるユニバーサルスポーツ
です。参加者間でコミュニケーションをとることで他者の意見や価値観を知
り、認め合うことで共生社会の機運の醸成につながります。

ルールはシンプルですが、試合の展開を考えながら投球するので戦略・戦
術性が高く奥が深いゲームです。

授業時間

プログラム8 募金活動をしてみよう 約４５分

対象 小学生、中高生、大学生、一般

内容

①赤い羽根共同募金について知る
②街頭募金をやってみよう
※赤い羽根共同募金の運動期間（10月1日～3月31日）がありますので、
募金活動を希望される場合はご注意ください。

一言ポイント

効果
集まったお金の使い道などを紹介することで興味・関心を持ち、プログラ
ム後にも、赤い羽根共同募金が運営するイベントに参加するなど、チャリティ
に対する考え方や行動に変化が起こります。

地域で行われる歳末イベント（どんど焼き、クリスマス会、餅つき大会）など
の身近なことにも赤い羽根共同募金のお金が使われています。

授業時間

プログラム3 見えない生活　盲導犬って何？ 約４５分

対象 小学生、中高生、大学生、一般

内容 ①盲導犬ユーザーによる講話
②当事者へのQ&A

一言ポイント

効果
講話を通して、障がい当事者の方の気持ちや、普段の生活の様子などを
知ることができます。目の見えない方への配慮など、これからの行動につ
いて考えるきっかけになります。

障がいがあってもできることはたくさんあります。
してほしいこと、してほしくないことなど当事者から学ぶ機会になります。

授業時間


